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定例公安委員 会の 開催状況  

 

第 １  開催日 時  

令 和 ７ 年 ７ 月 24日 （ 木 ）  

 

第 ２  出 席 者  

 １  公安委 員会  

    川 端 委員 長 、 竹 内 委 員 、金 井委員  

  ２  警察 本部  

    警 察 本部 長 、警務部長、生 活安全部 長、地 域 部 長、刑 事 部 長 、

交 通 部 長 、 警 備 部 長 、 情報通信 部長 、 首席監察官 、 警 察学校 長  

 

第 ３  議事の 概要  

  １  報告 案件  

   (1) ＤＸ推 進に向けた講 演会 の開催  

     警 務 部 長 か ら 、 県 警の幹 部職員及び 中堅職 員 が 、ＤＸ につ

いて理解を 深め る こ と で 、 組 織全体 の意識向上 を図 る ことを

目 的 と し た 講 演会 の 開 催 予 定 に つい て報告があっ た。  

(2) 「子供の職 場見学」の開 催  

警務部長か ら、 警 察職員の 子 供 等 が 親の職場を 見学す るこ

とにより、 仕事に 対する家族 の理解 を深めると ともに 、職員

の 勤 務 意 欲 の向上 につなげる ことを 目的と した 職場見 学 の 開

催 予 定 につい て報 告があった。  

   (3) 令和７ 年度メンタル ヘル スマネジメン ト研 修会の開催  

     警 務 部 長から 、 惨 事スト レスケア、 ハラス メント防止 、職

員のメンタ ルヘル ス不調の注 意点や 発生時の対 応等に 関する

講義を聴講 するこ とにより、 幹部職 員のメンタ ルヘル スマネ

ジメント能 力の向 上及びハラ スメン ト防止対策 の強化 を図る

ことを目的と した 研修会の開催 予定 に つ い て 報告 があ った。  

   (4) 「特殊 詐欺被害ゼロ 地区 運動」の実施  

     生活安 全部長から 、富山 県安全なま ちづく り推進本部 を 中

心 に 、 地域 ぐるみ で特殊詐欺 及びＳ ＮＳ型投資 ・ロマ ンス詐

欺被害防止 するこ とを目的 と して 、 県内の「地 区安全 なまち

づくり推進 センタ ー」に参加 を呼び 掛け、８月 から 12月 末 ま

での５か月間 、「 特殊詐欺被害 ゼロ 地区運動 」を実施 する旨報

告 が あ っ た 。  
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(5) 富山県民だ まされんちゃ 官民 合同会議の開 催  

生活安全部 長から 、特殊詐欺 等の被 害防止を目 的とし た、

富山県民だ まされ んちゃ官民 合同会 議の開催予 定につ いて報

告 が あ っ た 。  

(6) 指定暴力団 六代目山口 組傘下 組織組長及 び匿名 ・流動型犯

罪グループに よる 恐喝、弁護士 法違 反事件の検挙  

刑 事 部長か ら、 指 定暴力団六 代目山 口組傘下組 織組長 及び

匿名・流動 型犯罪 グループに よる恐 喝、弁護士 法違反 事件の

検 挙 について 報告 があった。  

   (7) 刑法犯 及び特殊詐欺 等の 情勢（令和７ 年 ７ 月 ）  

刑事部長か ら、６ 月末現在の 県内の 刑法犯認知 ・検挙 状況

並びに県内 におけ る特殊詐欺 及びＳ ＮＳ型投資 ・ロマ ンス詐

欺 の 認 知 件数 ・被 害額等の現状 につ いて報告があ った 。  

(8) 「横断歩行 者対策推進 月間」 における交 通事故 防止対策の

推 進  

交 通 部長から 、８ 月を「横断歩 行者 対策推進月間 」と 定め、

運転者、歩 行者双 方に対する 交通指 導取締りや 安全教 育・広

報啓発活動 等諸対 策を重点的 に推進 して、横断 歩道に おける

歩行者事故の 防止 を図る 旨の報 告が あった。  

(9) 地域住民の 防災対応能 力強化 に向けた災 害図上 訓練「ＤＩ

Ｇ 」 の 開 催  

警 備 部長か ら、 防 災に関する 県 民 の 対話の場を 設け、 管内

の危険箇所 を話し 合い、避難 経路を 確認するな どの災 害図上

訓練「ＤＩＧ 」 の 開催予定につ いて 報告があった 。  

 

 

第 ４  決裁案 件等  

１  運転免許 取消 しに関する意 見の 聴取等結果  

２  交通死亡 事故 発生状況  

３  審査請求 の裁 決  

４  ストーカ ー規 制法に基づく 警告 及び禁止命令 の実 施状況  

５  多衆運動 許可 事務専決状況 報告 （６月分）  

６  公文書開 示請 求に対する開 示等 決定  

 


